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日

集

制

編

印

(題字:大久保景明先生書)

比
較
的
暖
か
い
去
る
1
月
初
日
(
臼
)
新

春
恒
例
の
大
洗
凧
上
げ
大
会
が
大
洗
サ

ン
ビ

i
チ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
第
7
閣
を
迎
え
、
町
内
は
も

と
よ
り
、
町
外
の
方
々
の
参
加
者
が
年

々
増
え
観
光
大
洗
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
草
相
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
四
角
凧
、
六

角
田
川
、
奴
瓶
、
ダ
イ
ヤ
凧
等
々
思
い
思

い
の
胤
に
、
武
者
絵
、
浮
世
絵
、
マ
ン

ガ
、
大
洗
の
名
所
や
旧
跡
等
々
の
絵
を

書
い
た
自
慢
の
手
造
り
田
川
を
持
っ
て
集

ま
り
、
今
年
新
調
し
た
ゼ
ッ
ケ
ン
を
付

け
て
開
会
式
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

定
刻
の
午
前
9
時
、
大
会
会
長
の
竹

内
町
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
審
査
委
員

長
の
諸
注
意
の
あ
と
地
上
審
査
会
場
へ

移
動
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
に
あ
た
っ
た
先
生
方
は
そ
れ
ぞ

れ
立
派
な
作
品
に
、
優
劣
つ
け
が
た
く

苦
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

次
い
で
、
花
火
を
合
図
に
一
斉
に
凧

上
げ
が
行
わ
れ
高
揚
審
査
に
入
り
ま
し

た。
風
は
、
微
風
で
あ
り
ま
し
た
が
、
時

間
の
立
つ
に
従
っ
て
風
も
出
て
、
新
春

の
青
空
高
く
、
希
望
や
願
い
を
込
め
た

ぎゑ

も

、

、

凧
が
空
高
く
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。

凧
病
院
も
設
置
さ
れ
、
係
員
は
修
理

作
業
に
お
お
わ
ら
わ
で
し
た
。

特
別
参
加
の
常
陸
凧
の
会
の
皆
さ
ん

は
、
大
凧
(
縦
3
・印

m
、
横
2
・

ω
m
)

に
T
B
S
テ
レ
ビ

(
6
チ
ャ
ン
ネ
ル
)

の
取
材
用
小
型
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
取
付

け
て
、
空
か
ら
の
取
材
に
協
力
し
た
り
、

別
箇
の
連
凧
、
ス
タ
ン
ト
カ
イ
ト
等
々

各
種
の
凧
を
上
げ
て
参
加
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
参
加
者
会
員
に
心
温
ま
る

豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
舌
づ
っ
み

を
う
っ
て
い
ま
し
た
。
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宅展 、

人
盤
議

〔
小
学
生
低
学
年
の
部
〕

優
勝
小
野
瀬
雅
子
(
磯
浜
小
)

準
優
勝
加
倉
井
基
(
菅
谷
西
小
)

第
1
位
清
水
和
洋
(
笠
間
幼
)

第
2
位
米
川
稔
士
耳
目
(
旭
東
小
)

第
3
位
渡
辺
智
典
(
大
貫
小
)

第
4
位
清
水
達
也
(
笠
間
南
小
)

第
5
位
出
沢
理
華
子
(
稲
荷
二
小
)

第
6
位
飯
村
泰
志
(
笠
開
幼
)

〔
小
学
生
高
学
年
の
部
〕

優
勝
飯
村
倫
美
(
笠
間
南
小
)

準
優
勝
加
倉
井
梓
(
菅
谷
西
小
)

第
1
位

山

本

聡

(

大

賞

小

)

第
2
位
関
根
伸
夫
(
大
賞
小
)

第
3
位
増
図
貴
樹
(
大
貫
小
)

第
4
位
根
本
一
恵
(
磯
崎
小
)

第
5
位
佐
間
関
洋
子
(
祝
町
小
)

第
6
位
藤
招
友
治
(
夏
海
小
)

〔
中
学
生
の
部
〕

優
勝
松
井
仲
介
(
阿
克
中
)

準
優
勝
長
谷
川
友
祐
(
南
中
)

第
1
位
大
作
祐
美
子
(
南
中
)

第
2
位
沼
田
真
也
(
第
一
中
)

第
3
位

鬼

漆

悦

子

(

南

中

)

第
4
位
横
山
公
王
(
第
一
中
)

第
5
位
川
上
和
宏
(
第
一
中
)

第
6
位
仲
居
友
彦
(
北
浦
中
)

〔
高
校
・
一
般
・
賠
体
の
部
)

優

勝

松

井

勲

(

阿

見

町

)

準
優
勝
中
村
洋
(
笠
間
市
)

第
1
位
矢
野
念
品
息
子
(
水
戸
市
)

第
2
位
藤
沼
勝
次
(
大
洗
町
)

第
3
佼
高
橋
秀
和
(
大
洗
町
)

第
4
位

蔀

昭

(

水

戸

市

)

第
5
位

福

井

清

(

水

戸

市

)

第
6
位
物
井
し
な
(
水
戸
市
)
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関
b
M一
戸
鑓
肱

E
b
M亭
官

き
て
、
戸
籍
に
は
こ
う
し
た
旧
字
と

は
加
に
、
誤
っ
た
字
や
古
く
か
ら
の
慣

習
で
使
わ
れ
て
い
る
俗
用
の
字
で
、
氏
一
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
誤
字
・
俗

名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
字
は
、
申
し
出
に
よ
っ
て
い
つ
で
も
正

す
。
例
え
ば
、
「
土
田
」
が
「
王
回
」
と
し
い
字
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
句

な
っ
て
い
た
り
、
「
初
予
」
が
「
初
子
」
さ
ら
に
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
字

と
書
か
れ
て
い
た
り
す
る
ケ

i
ス
で
が
、
先
に
挙
げ
た
「
漣
」
な
ど
の
よ
う

す

。

に

旧

字

体

で

不

便

を

感

じ

て

い

る

人

も

、

こ
う
し
た
人
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
は
新
字
体
の
「
辺
」
に
直
す
こ
と
が
で
き

「
土
回
」
「
初
予
」
と
正
し
い
字
で
自
分
ま
す
。

の
名
前
を
書
い
て
い
て
も
、
パ
ス
ポ

l

戸
籍
上
の
氏
名
が
誤
字
・
俗
字
、
ま

ト
や
免
許
証
を
取
得
す
る
と
き
な
ど
は
、
た
は
侶
字
で
4

青
か
れ
て
い
て
、
日
ご
ろ

一
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
誤
字
や
、
俗
お
間
り
の
方
は
、
役
場
住
民
課
住
民
係

字
で
記
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
つ
ま
た
は
、
水
戸
地
方
法
務
局
戸
籍
課
へ

た
煩
わ
し
き
が
あ
り
ま
し
た
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

占
有
品
官
品
内
ム
官
品
拘
品
内
品
同
*
品
内
品
持
品
出
品
尚
*
品
内
品
作
"
対
品
拘
占
有
*
*
*
*
品
持
品
百
品
内
品
官
会
*
*
*
*
*
*
品
作
品
科
品
百
品
内
品
古
来
品
内
品
両
品
拘
品
作
品
官
*
*
*
4
背
山
拘
品
官

場
で
の
、
一
年
一
年
の
実
績
の
積
み
重
一
雲
井
勝
利
塙
ガ
ラ
ス
側

ね
に
よ
り
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
藤
沼
一
男
岩
喜
製
綱
械

で
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
岩
瀬
み
ど
り

H
H

し
ま
品
九
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
鴨
川
き
み
子
樹
劫
虎
高
庖

〔
勤
続
年
数
初
年
〕
(
敬
称
略
)
藤
田
凶
う
め
子
嗣
大
冷

水

戸

公

共

職

業

安

定

所

長

賞

菊

池

澄

江

刀

海

老

沢

洋

一

嗣

大

冷

平

戸

よ

し

子

H

〔
勤
続
年
数
百
年
〕
大
洗
町
長
賞
〔
勤
続
年
数
回
年
〕
大
洗
町
長
賞

雲
井
美
代
塙
ガ
ラ
ス
械

石
田
百
々
代
陶
叫
山
地
仰
い
キ
ン
グ

内

山

玲

子

H
H

前
野
ト
メ
小
林
楼

伊
藤
正
子
鋼
玉
屋
菓
子
庖

武
藤
し
つ
子
側
茨
交
大
洗
ホ
テ
ル

大
崎
照
子
樹
大
冷

関
根
幸
子

H

※
勤
続
年
数
日
年
以
下
(
大
洗
町
商
工

会
長
賞
)
の
受
賞
者
の
方
々
は
紙
面
の

都
合
上
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

名前に関する

気になる話

t"¥ 

「
さ
と
う
、
す
ず
き
、
た
か
は
し
、

た
な
か
、
わ
た
な
べ
」
と
い
え
ば
、
皆

さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
日
本
人
に
多

い
名
字
で
す
。
名
字
の
種
類
は
全
部
で

十
万
以
上
に
も
上
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
全
国
ど
こ
で
も
こ
の
名
前
を
呼

べ
ば
、
き
っ
と
だ
れ
か
振
り
向
い
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
一
口
に
「
わ
た
な
べ
」

さ
ん
と
い
っ
て
も
、
「
渡
辺
・
渡
部
・
渡

浅
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
「
わ
た
な
べ
」

さ
ん
が
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
ふ
だ
ん

「
渡
辺
」
と
書
い
て
い
る
人
で
も
、
運

転
免
許
証
な
ど
に
は
「
渡
浸
」
と
記
さ

れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
わ

た
し
た
ち
一
人
一
人
の
身
分
関
係
が
記

録
さ
れ
た
公
の
帳
簿
で
あ
る
戸
籍
に
、

「
渡
浸
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
な

らあおお王子成3年2J=l5日

去
る
日
月

m
g、
商
工
会
研
修
室
で
、

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
の
表
彰
式
が
大

洗
町
商
工
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
季
節
は
ず
れ
の
台
風
の
影
響

に
よ
る
雨
で
し
た
が
、
午
前
日
時
よ
り

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
勤
続
年
数
3
年

(
9
名)、

5
年
(
部
名
)
、
日
年
(
日

名
)
、
日
年

(
6
名
)
、
初
年

(
8
名)、

お
年

(
7
名
)
、
初
年

(
1
名
)
総
数
回

名
の
皆
さ
ん
に
大
洗
町
長
や
商
工
会
長

等
よ
り
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
職

の
で
す
。
「
遁
」
は
「
辺
」
の
旧
字
と
い
わ
れ

る
も
の
で
、
い
ま
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ

て
い
な
い
漢
字
で
す
。
そ
の
た
め
、
戸

籍
上
は
「
没
」
で
あ
っ
て
も
、
日
常
の

生
活
で
は
「
辺
」
を
使
っ
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
わ
け
で
す
。

結
鯛
端
本
日
記
者
機
に

韻
寧
@
鱒
寧
骨
唯
一
国
正

こ
う
し
た
不
便
を
な
く
す
た
め
、
今

年
の
一
月
一
日
か
ら
、
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
正
し
い
字
で
、
戸
籍
に
氏
名
が

記
載
さ
れ
る
よ
、
つ
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
字
・

俗
学
で
記
載
さ
れ
て
い
る
人
が
、

@
結
婚
・
転
籍
(
本
籍
を
別
の
場
所

に
移
す
こ
と
)
な
ど
で
、
新
し
く
一
戸
籍

を
つ
く
る
場
合

@
養
子
縁
組
な
ど
で
、
他
の
一
戸
籍
に

入
る
場
合

な
ど
で
す
。

た
だ
し
、
俗
学
で
も
「
高
」
「
崎
」
な

ど
、
ニ
疋
の
字
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま

で
ど
お
り
記
載
さ
れ
ま
す
。

田
寧
体
か
色

新
盟
J

体

「
み
ん
な
捕
っ
て
明
る
い
お
正
月
を
迎

え
ま
し
ょ
う
」
を
合
い
言
葉
に
、
毎
年
実

施
し
て
お
り
ま
す
歳
未
た
す
け
あ
い
運
動

は
、
町
民
の
皆
様
が
た
の
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
大
き
な
実
績
を
残
し
て

き
ま
し
た
。
今
国
も
総
額
二
、
六

0
0、九

二
二
円
も
の
義
損
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
職
場
団
体
、
児
童
生
徒
会
活

動
等
で
の
一
円
玉
募
金
運
動
に
よ
り
集
め

ら
れ
た
も
の
の
他
、
多
く
の
団
体
組
合
、

個
人
の
方
々
よ
り
事
務
局
に
届
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
尊
い
義
摘
金
は
、
早
速
町
内

の
生
活
問
窮
世
管
や
母
子
・
老
人
等
困
窮

世
帯
、
夜
宅
身
、
心
障
害
児
等
に
は
地
区
の

民
生
委
員
を
通
じ
て
、
ま
た
老
人
ホ
!
ム
・

障
害
究
者
擁
設
・
児
支
養
護
施
設
等
の
入

所
者
に
対
し
て
は
郵
送
に
て
お
届
け
い
た

し
ま
し
た
。

受
け
と
ら
れ
た
方
々
(
一
一
一
一
六
名
)
の

方
々
か
ら
は
、
皆
様
方
の
善
意
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
る
と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

ご
協
カ
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
別
途
報

告
書
に
よ
り
完
了
報
告
を
い
た
し
ま
L
た。

今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

平成2年度

長襲来たすけあい運動

心暖まる義揺金

器移務命。雪母語3

車購罷年麓購来たす廿誘惑い謹璽襲警欝 (単位・円)

金額 町区 寄付者(代表者) 金額 匝I区 寄付者(代表者) 金額 臨7区 寄付者(代表者)

13，421 大洗町商工会サービス業、観光、部会 13，000 倫理研究所磯浜実践部 5，176 町立第二保育所父母と先生の会

100，000 合資会社大進 6，800 倫理研究所大洗笑銭部 10，000 I告気館代表鶴岡勝明
10，000 永町 胞団三男四 2，000 倫理研究所新道実践部 29，980 大貫婦人会代表高野みね

1，335 住主 名 5，000 倫理研究所祝町支舎 57，000 大洗米穀小売競組合代表広木繁雄

1，070 車6庁 酉区T 小松崎静 2，500 倫理研究所新田T支舎 15，595 明神釘 小松絡みつ11グコ 2
200，000 西光院壇徒一間 20，000 大洗ライオネスクラブ 20，127 新友会代表JlI又工E治
10，000 東光台 t青野寿子 10，000 明石ウタ 68，663 動力炉核燃料開発事業関

100，000 五反図 菱幸運輸株式会社 5，000 明石保育関戦員一向 100，000 大洗ターミナノレ株式会社

30，000 大洗町青少年相談員連絡協議会 17，372 明石保育器司鹿児一向 35，400 角一酉Tコノレフ同好会
15，600 大洗キャティ労働組合代表川上陽子 20，000 滝口保育廓父母の会 10，000 寺5 釜区 中山光明
4，680 公文教育研究会祝町教釜 20，000 滝口保育酪長滝口立子 15，000 大洗町連合商庖会代表山戸泉

10，000 大洗町身体障害者福祉協会 代表和田敏雄 15，000 五五会代表)11崎昇 14，500 田T立磯浜小学校児童会
16，000 寺10 釜区 小沼清治 5，000 寺釜l区 Jlli崎 昇 18，199 校会代表志鳥融光

100，000 大洗親交クラブ 10，000 オ15くグコ廃17 LIJ崎 立 30，000 乾会代表)11-七洋
20，000 明工E会代表関根平吉 11，418 夏海婦人会代表田口その江 30，000 大洗フラワースタンプ会代表三村将夫

20，000 f2中 国区丁 海野繁夫 50，000 大洗ライオンズクラブ 50，000 大洗サービス会代表柴田康行

10，000 海聖子 好功 33，270 磯浜婦人会代表機山美代子 5，000 一友会代表本多保雄

35，500 7 ミ-7 トきかげん 10，000 大洗くらしの会代表石井きみ 5，000とう1ど箱ん 4、J召 誠

10，000 大洗町選挙管理委員会 122，136 日本原子力研究所大洗研究所 100，000 水戸遊技場組合

10，000 大扇会代表山崎好雄 10，000 ひじり保育底父母の会 10，000 ~t清水 1 1R町内会代表関根忠文
65，150 明寿会代表高橋兼吉外81名 10，000 ひじり保育関職員一向 10，000 ヰ1じt青ス区K 鈴木美代官
10，000 明神町 高橋兼吉 18，296 町立夏海小学校 20，000 大洗たばこ小売人:組合代表関根俊夫自グコ1
10，000 大洗鮮魚、商組合代表小沼昇 39，076 町立大賞小学校児童主会 10，000 二一陵会代表大賛美喜男

10，000 議友会代表小沼昇 13，240 銭感美容室千葉福男 3，000 神山手手会代表大賞しも

10，000 東町践活会代表兼)11次努 10，264 加都東歯科従業員一同 10，000 神寿会代表関根ふみ

5，000 みとや洋品1舌 35，000 東宏会代表鴨川l一成 3，000 松寿会代表米川晋

10，000 明2神田E互T 石山 I1事 10，000 金2 沢区 山戸フミ子 20，000 大洗丸鮮組合代表木村義一

10，000 大洗菓子工業組合代表井)11守 30，000 大洗町商工会婦人部代表木ノ本和江 50，000 大洗淑員長組合 代表関根俊夫

10，000 犬洗消防第 5分間代表井)11守 10，000 大洗薬業会代表高木一郎 50，000 大洗ロータリークラブ

10，000 大洗給食協業組合代表小沼太一部 2，615 髭釜 水島 香 50，000 大洗土車頭開発株式会社

5，000 永4 匝区7 古寺島 友三 30，000 与左エ門溺鹿 島司革主主E自11 19，17l 大洗町母子福祉会代表行広節子

33，000 大洗富T民生委員 10，000 角一 辻 彦三 20，000 大洗常澄飲食1百組合2 区
10，000 大洗わんき会代表大賞節也 10，000 恵泉保育陸保護者会 27，775 日本核燃料開発鮒懇和会

10，000 新町 茂木清文 5，000 恵泉保育園職員一関 20，000 サンワ電器

10，000 一五会代表桜井光努 20，000 恵泉保育園長室主実毒事校 44，600 大洗ゴルフ倶楽部

10，000 永1 田ETE 高i時誠寿 10，000 大賞恵泉教会

10，000 岩城印刷所 5，993 町立第二保育所職員一周 総計 110{<牛 2，600，922円

時
勢
調
査
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
す

一
冊
得
税
@
消
費
税
の

確
定
申
告
と
納
税
陣
地

正
し
く
お
皐
め
に
/

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

2
月
日
臼

か
ら
3
月
日
目
ま
で
で
す
が
、
期
限
間

近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑

し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
う
え
、

落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
し

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

《
正
し
い
確
定
申
告
を
〉

所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況
を

最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
皆
さ
ん
自
身
が
、

税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額
を

正
し
く
計
算
し
て
申
告
、
納
税
す
る
と

い
う
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足
税

額
の
日
%
又
は
日
%
の
加
算
税
が
課
さ

れ
、
更
に
、
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
申
告
窪
田
を
自
分
で
書
く
と
き
は
V

申
告
書
を
書
く
と
き
は
、
「
所
得
税

昨
年
の
日
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
国
勢

調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
み
な
さ
ま
の
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
調
査

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
厚
く
御
礼
取
し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
こ
の
た
ぴ
沼
市
か
ら
国
勢
調
査

の
結
果
速
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
ま
す
と
、
大
洗
町
の
人
口
、

世
帯
数
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
(
外
国
人
を
含
み
ま
す
)

人
口
は
調
査
ご
と
に
減
り
つ
づ
け
て

い
る
(
昭
和
印
年
に
く
ら
べ

1
・
4
%

減
)
の
に
対
し
、
世
帯
数
は
調
査
ご
と

に
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
、
っ
か
が
え
ま
す
。

の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
「
申
告

書
の
書
き
か
た
」
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
円
申
告
書
の
書
き
か
た
」
に

一
京
さ
れ
て
い
る
番
号
頗
に
記
入
し
て

い
く
と
、
所
得
や
税
額
の
計
算
が
衛

単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
の
期
間
中
は
、
税
務
署

の
ほ
か
に
市
町
村
や
税
理
士
会
で
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。

《
消
費
税
の
確
定
申
告
を

お
忘
れ
な
く
》

個
人
事
業
者
の
方
の
消
費
税
の
確

定
申
告
は
、

1
月
1
日
か
ら
4
月
1

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税

の
課
税
事
業
者
に
該
当
す
る
方
は
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ

去、ぃ。商
工
会
議
所
な
ど
で
も
税
理
士
会

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
確
定
申

告
の
説
明
会
を
開
催
し
た
り
個
別
の

棺
談
に
も
応
じ
て
お
り
ま
す
。

お
ん
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
は
5
年
に
1
度
、
西
暦

で
5
の
倍
数
の
年
の
日
月
に
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
次
は
1
9
9
5
(
平
成

7
)
年
日
月
と
な
り
ま
す
。
次
回
調

査
の
と
き
に
も
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

20，745人

(S 60年にくらべ302人

減、以下問じ)

男 10，135人 (94人減)

女 10，610人 (208人滅)

世帯数 6，228t笠帯 (174世帯増)

ロ人



平成3年2月5臼L百らあお

関
職
舘
内
器
購

お

鍵関

大洗関Jラ子山ム

県鴎総体
駅鑑競争大会

ロ
月
羽
田
(
日
)
水
一
戸
市
千
波
湖
で
第

7
回
県
民
総
合
体
育
大
会
駅
伝
競
走
大

会
が
県
内
各
地
の
市
町
村
代
表
チ
i
ム

の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、

1
チ
i
ム
を
中
学
男
子
2
名、

中
学
女
子
2
名
、
一
般
・
高
校
男
女
そ

れ
ぞ
れ
2
名
ず
つ
の
8
名
で
編
成
し
、

千
波
湖
を
周
回
す
る
コ

l
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
町
チ
!
ム
は
、
中
学
生
の
活
躍
を

一
般
・
高
校
と
た
す
き
で
つ
な
ぎ
、
激

し
い
レ

i
ス
の
中
で
町
村
の
部
2
位
(
総

合
4
位
)
と
い
う
見
事
な
成
績
を
収
め

(3)第230号

に
よ
り
、
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

歳
末
た
す
け
合
い
運
動
に
毎
年
寄
付
を

行
な
う
な
ど
、
社
会
福
祉
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
新
友
会
の
皆
さ
ん
の
奉

仕
活
動
等
が
認
め
ら
れ
、
今
回
、
名
誉

あ
る
平
成
2
年
度
の
茨
城
県
パ
ラ
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ほ
う
賞
式
は
、
去
る
ロ
月
四
日
(
火
)

勝
沼
市
の
長
寿
荘
で
行
な
わ
れ
、
会
長

の
川
又
正
治
さ
ん
が
県
知
事
ほ
、
つ
状
を

受
賞
し
ま
し
た
。

誠
に
、
お
百
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

(
健
闘
し
た
大
洗
町
チ

i
ム
)

ま
し
た
。
選
手
の
み
な
さ
ん
の
今
後
の

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

〔
大
洗
町
チ

i
ム〕

監

督

古

市

俊

彦

コ
i
チ

永

堀

浩

渡
辺
高
志

小
沼
田
弘
美
(
一
中
)

選

手

1
月
目
白
(
火
)
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ

i
ル
で
平
成
3
年
成
人
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
中
川
歌
春
社
中
の
皆
さ

ん
の
琴
演
奏
「
六
段
の
調
べ
」
で
新
成

入
者
を
迎
え
、
午
前
日
時
よ
り
式
典
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
成
入
者
の
笹
島

栄
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
君
が
代
斉

唱
、
武
石
玲
子
さ
ん
の
リ

l
ド
で
町
民

憲
章
の
唱
和
が
行
わ
れ
、
次
い
で
竹
内

町
長
よ
り
成
入
者
へ
お
祝
い
の
一
言
葉
と

成
人
証
書
・
記
念
品
が
成
入
者
代
表

と
し
て
古
渡
恭
子
さ
ん
へ
贈
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
関
根
邦
貴
さ
ん
の
新
成

人
と
し
て
の
力
強
い
宣
誓
、
荻
沼
規
子

さ
ん
の
心
が
こ
も
っ
た
謝
辞
と
続
き
、

厳
粛
な
ム

i
ド
の
う
ち
に
成
人
成
典
が

終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
恒
例
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で

行
く
北
海
道
ベ
ア
旅
行
の
抽
選
会
に
移

り
、
緊
張
し
て
い
た
式
典
と
は
違
っ
て
、

~ 

手

和
地
康
哲
(
南
中
)

川
崎
義
行
(
日
製
東
海
)

桜
井
典
代
(
城
西
大
)

石
崎
博
之
ご
中
)

関
根
伸
江
(
南
中
)

回
口
智
賀
子
(
南
中
)

渡
辺
高
志
(
自
営
)

新
友
会
は
、
明
る
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
づ
く
り
を
目
的
に
町
内
の
有
志
で
結

成
し
た
親
睦
会
で
す
。
親
睦
旅
行
・
ボ

i
リ
ン
グ
大
会
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
軟

式
野
球
の
町
内
大
会
等
に
出
場
す
る
な

ど
、
行
事
を
と
お
し
て
地
域
の
人
々
の

連
帯
と
親
善
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
7
月
と
日
月
に
か
け
て
は
、
町
内

の
空
地
や
道
路
沿
い
に
散
乱
し
て
い
る
、

ゴ
ミ
や
空
き
缶
等
の
清
捕
奉
仕
も
行
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
歳
米
に
は
会
員
等
の
募
金

" " " " " " 惑の鱗者
議る

書籍錯E君主漢
語Rf去競争大金

ロ
月
2
5
(
日
)
師
走
の
声
と
共
に
第

叩
間
三
浜
駅
伝
競
走
大
会
が
例
年
に
な

い
暖
か
な
日
羨
し
の
下
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
長
い
盤
史
と
伝
統
を

誇
り
、
中
学
男
子
持
チ
l
ム
・
高
校
男

子
ロ
チ
i
ム
・
一
般
男
子

(
1
部
)
6

チ
i
ム
・
一
般
男
子

(
2
部
)
幻
チ
ー

ム
そ
れ
に
今
大
会
よ
り
高
校
女
子
H
チ

ー
ム
が
初
め
て
参
加
し
、
熱
い
戦
い
に

当
選
一
番
号
に
一
喜
一
憂
す
る
楽
し
い
抽

選
会
と
な
り
、
見
事
当
選
し
た
友
人
に

温
か
い
祝
福
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
。
本
町
の
成
入
者
は

m人

(
男
印
人
・
女
凶
人
)
で
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

華
を
添
、
え
ま
し
た
。
沿
道
に
は
た
く
さ

ん
の
人
々
が
観
戦
、
心
や
さ
し
い
声
援

を
送
り
選
手
を
励
ま
し
大
会
を
感
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。
本
町
か
ら
も
大
洗
一

中

(
1
チ
i
ム
)
大
洗
南
中

(
2
チ
i

ム
)
が
参
加
し
、
入
賞
予
」
そ
逃
が
し
ま

し
た
が
、
大
い
に
健
闘
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
も
新
し
い
記
録
を
残
し
、
歴
史

と
伝
統
の
大
会
も
無
事
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

去
る
1
月
7
日
(
月
)
、
大
洗
港
埠
頭

用
地
で
、
平
成
3
年
大
洗
町
消
防
団

(
谷
田
部
士
口
蔵
団
長
以
下
2
2
0
名
)

の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
の
最
初
に
あ
た
る
こ
の
行
事
は
、

団
員
の
士
気
高
揚
と
伎
民
に
対
す
る
防

火
思
想
の
普
及
を
国
る
た
め
、
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
、
当
日
は
海
か
ら
吹
く
冷

た
い
風
の
中
、
午
前
日
時
よ
り
回
旗
の

入
場
で
式
が
始
ま
り
人
員
及
び
機
械
・

器
具
の
報
告
、
通
常
点
検
が
き
び
き
び

し
た
動
作
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

天
皇
即
位
記
念
特
別
表
彰
状
の
伝
達
や

永
年
勤
続
問
員
及
ぴ
家
族
に
表
彰
状

が
、
ま
た
防
災
協
力
者
及
ぴ
退
職
団
員

へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て

竹
内
町
長
よ
り
第
八
分
団
へ
ま
と
い
が

手
わ
た
さ
れ
新
し
い
ま
と
い
が
団
員
へ

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
繋
然
と
し
た
分
列

行
進
の
あ
と
、
港
湾
岸
壁
よ
り
各
分
間

の
初
放
水
が
行
わ
れ
冬
空
へ
水
し
ぶ
き

を
舞
い
上
げ
本
年
の
出
初
式
は
終
了
し

ま
し
た
。

簡
を
意
れ
い
に
し
よ
う
/

各

体

で

清

観
光
の
町
で
知
ら
れ
る
大
洗
に
は
、

年
開
通
し
て
多
く
の
来
遊
客
が
訪
れ
、

雄
大
な
自
然
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
な
か
の
一
部
心
な
い

者
が
捨
て
る
、
空
缶
や
ゴ
ミ
な
ど
で
周

辺
環
境
が
汚
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た

事
実
で
す
。

そ
れ
ら
ゴ
ミ
な
ど
か
ら
自
分
た
ち
の

住
む
環
境
を
守
ろ
う
と
、
町
内
の
い
ろ

い
ろ
な
団
体
の
皆
さ
ん
が
四
季
を
間
わ

ず
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展
開
し
清
掃
奉

仕
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

去
る
ロ
月
9
日
(
日
)
に
は
、
倫
理
研

究
所
大
洗
地
底
、
常
陽
・
関
東
各
銀
行

の
皆
さ
ん
回
名
に
よ
り
、
五
反
沼
か
ら

東
光
台
・
神
社
大
鳥
居
脇
に
至
る
バ
イ

パ
ス
や
原
山
方
面
の
道
路
両
側
の
清
掃

が
行
わ
れ
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
2
ム
口
分
の

住

出
袋
の
ゴ
ミ
や
空
缶
が
回
収
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
も
継
続
的
に
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

か

が

り

ぴ

ぬ

く

筈
火
に
心
も
温
し
初
詣

明

神

町

問

中

勝

校

〔
評
〕
初
詣
の
神
域
は
ま
だ
浄
閣
の

中
に
鎮
も
り
、
濠
例
の
寒
気
が
机
を
書
初
の
墨
ほ
の
ぼ
の
と
匂
ひ
け
り

刺

す

。

処

々

に

配

さ

れ

た

箸

火

の

傍

髭

釜

稲

田

富

穂

ら
を
大
前
に
進
む
と
き
、
そ
の
明
光
い
ん
都
の
人
無
き
養
舗
に
蓄
を
選
ぶ

に

心

ま

で

温

も

る

よ

う

で

あ

る

。

髭

釜

川

上

弘

人
日
は
正
月
七
日

お
お

ら

銀ド

撞一

後
藤
亀
泉
選

初
孫
と
く
ぐ
る
茅
の
輪
や
初
詣

新
町
岸
和
田
和
子

〔
評
〕
ち
が
や
を
束
ね
て
作
ら
れ
た

大
き
な
茅
の
輪
、
を
く
ぐ
り
、
初
孫
と

共
に
身
を
被
い
清
め
て
控
別
に
鶴
ず

く
。
今
、
初
め
て
の
孫
を
得
て
、
一

緒
に
初
詣
の
出
来
る
喜
び
を
率
直
に

詠
っ
て
い
る
。

初
漁
の
納
に
神
酒
を
振
り
掛
け
て

明
神
町
小
松
崎
十
士
口

〔
評
〕
新
年
初
め
て
の
出
漁
で
あ
る
。

船
に
神
泊
を
供
、
ぇ
、
今
年
一
年
の
無

事
豊
漁
を
神
に
祈
る
の
で
あ
る
。
先

ず
紬
に
神
酒
を
振
り
か
け
、
自
ら
も

一
口
戴
き
、
身
を
清
め
て
出
港
す
る

の
で
あ
る
。

お
お
あ
し
た

風
も
な
く
静
か
に
明
け
し
大
臼
一

祝

町

今

川

う

め

〔
評
〕
大
日
一
は
元
朝
、
元
自
の
朝
で

あ
る
。
今
年
、
何
年
ぶ
り
か
の
小
雨

捧
様
で
あ
っ
た
大
旦
は
、
風
も
な
く

人
の
足
音
も
ま
ば
ら
の
静
け
さ
に
明

け
た
。
静
か
な
一
万
朝
を
こ
と
は
ぎ
喜

ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
元

お
き
が

日
の
雨
を
御
降
り
と
一
一
言
う
。

知
山
詣
済
ま
せ
て
屋
形
船
の
宴

角

一

前

原

青

嵐

〔
評
〕
議
中
を
組
ん
で
の
初
詣
で
あ

う
っ
。
無
事
参
拝
を
済
ま
せ
、
大
勢

で
屋
形
一
船
に
繰
り
込
ん
で
、
問
料
韮
の

宴
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。
去
恥
も
今
年

も
な
い
大
川
の
流
れ
に
身
を
委
ね
て
。

母
と
腕
し
か
と
組
み
ゆ
く
年
の
市

磯

浜

浅

見

道

子

(
評
〕
募
の
市
と
も
品
一
一
筒
、
つ
が
、
年
の

市
が
一
般
的
で
あ
る
。
本
町
で
は
暮

の
二
十
六
日
に
市
が
立
つ
。
新
年
の

神
礼
や
お
飾
り
を
求
め
て
出
掛
け
て

き
た
市
の
大
層
な
混
雑
振
り
が
、
「
母

と
腕
し
か
と
組
み
ゆ
く
」
に
端
的
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。

連
れ
添
ふ
て
五
十
五
年
や
木
の
葉
髪

磯
浜
村
沢
み
ち
を

〔
評
〕
木
の
葉
の
散
り
か
か
る
頃
、

木
の
葉
の
よ
う
に
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
抜
け

落
ち
る
髪
を
木
の
葉
髪
と
一
一
百
う
。
結

婚
生
活
五
十
五
年
の
歳
月
を
木
の
葉

髪
に
托
し
て
振
り
返
り
、
懐
し
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。

解早
々
と
叔
母
よ
り
歳
暮
有
難
し

大
賞
岡
山
佳
昭
刀

~~ぃ

言苧Z
v' 
し

と
磯悔
浜い
て
を
谷り
霧
ひの
ろ中
し

戴
き
し
柿
の
甘
さ
や
パ
ス
の
旅

永

町

桜

井

政

吉

落
尽
の
放
ち
し
冬
の
雲
い
く
つ

磯
浜
青
木
き
か
え

冬
か
も
め
飛
ぶ
縄
張
り
の
あ
る
如
く

明

神

町

宮

回

一

郎

盆
梅
の
花
一
輸
の
香
り
か
な

祝

町

今

川

E主

(
選
者
吟
)

日
の
出
づ
る
町
に
棲
み
古
り
去
年
今
年
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時
果
関
税
の

臨
叩
仲
一
間
費
付
に
つ
い
て

平
成
3
年
度
の
町
県
民
税
の
申
告
時

期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

大
洗
町
(
税
務
課
)
で
は
、
次
の
臼
程

に
よ
り
出
張
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
会
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

会

場

祝
町
集
会
所

東
地
区
集
会
所

、
氷
町
会
館

大
賞
集
会
所

角
一
集
会
所

神
山
集
落
セ
ン
タ
ー

松
川
集
落
セ
ン
タ
ー

農
業
会
館

算丹

日

2
月
四
臼
問

2
月
四
日
開

2
月
初
日
附

2
月
れ
日
同

2
R
m
B樹

2
月
お
日
開

※
受
付
時
間
-F
午
前
9
時
却
分

ー
午
後
4
時
ま
で

L百もあおお

平
成

3
年
痩
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

県
で
は
、
県
政
に
つ
い
て
、
県
民
の

み
な
さ
ん
の
自
由
で
清
新
な
意
見
や
要

望
を
開
き
、
県
民
来
止
加
の
隠
誌
を
進
め

る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
も
祭
政
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

V
募
集
人
員
1
犯
人

V
応
募
資
格
1
県
内
に
居
住
す
る
却
歳

以
上
の
方
。
た
だ
し
、
常
勤
の
公
務

員
、
地
方
公
共
罰
体
の
議
会
の
議
員
及

び
国
・
県
・
市
町
村
が
委
唱
し
た
他
の

モ
ニ
タ
i
に
な
ら
れ
て
い
る
方
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

V
任
期

1
平
成
3
年
4
月
か
ら
1
年
間

マ
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
l
①
県
の
行
政
に

つ
い
て
、
随
時
、
意
見
や
要
望
等
を
報

告
②
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ

⑧
前
売
券
発
売
所

B
O
O
K
Q
-
マ
ミ
!
?
i
ト
き
か
げ
ん
・
坂
本
文
具
底
・
川
川
西
高
広
・
モ
ン

テ
ヤ
マ
ザ
キ
大
川
商
庖
・
レ
コ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
ニ
ュ
!
ウ
ェ
ー
ブ
・
マ
ミ
!
?

i
ト
し
ま
ち
ゅ
う
・
大
洗
文
化
セ
ン
タ
i
(
町
民
会
館
)
・
花
菱
楽
器
(
那
珂

湊
市
)
・
あ
か
と
ん
ぼ
(
鉾
田
町
)

※
前
売
券
は
、
最
寄
り
の
発
売
所
で
お
早
め
に
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

王子成3年2月5臼

の
回
答
(
年
1
回
程
度
)
③
モ
ニ
タ

ー
会
議
へ
の
出
席
(
年
3
回
程
度
)

V
応
募
方
法
H
H

「
県
政
モ
ニ
タ
ー
申
込

書
」
に
所
定
事
項
を
記
入
の
う
え
、
茨

城
県
総
務
部
知
事
公
家
広
報
課
(
一
γ
制

水
一
戸
市
三
の
丸
一
i
l
i
-
-

五
i
一
一
一
八
)
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
県
政
モ
ニ
タ
ー
申
込
書
」
は
、
役
場

町
長
公
室
、
県
各
地
方
総
合
事
務
所
、

ま
た
は
、
沼
市
広
報
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

V
申
し
込
み
締
め
切
り
口
H
1平
成
3
年

2
月

m
g
(木
)
(
当
日
消
印
有
効
)

そ
の
他
、
ご
不
明
の
点
は
、
県
各
地

方
総
合
事
務
所
県
民
生
活
課
、
ま
た
は
、

県
庁
広
報
課
(
電
話

O
二
九
二

l
二
四

|
九
四
一
六
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

夜
間
制
@
駒
山
勘
出
組
関
mw
患
す
2

台
無
料
相
談
交

茨
城
県
婦
人
相
談
所
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
か
か
、
え
て
悩
ん
で
い
る
女

性
の
た
め
に
、
揚
人
相
談
員
が
相
談
の

窓
口
と
な
り
、
問
題
の
解
決
に
向
け
た

助
言
や
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

相
談
者
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

官

n
i
4
6
3
5

面
接
相
談

1
内
容
が
複
雑
で
あ
っ
た

り
、
直
接
あ
っ
て
相
談
し
た
い
と
き
0

0
相
談
受
付
時
間

平
日
午
前
9
持
j
午
後
4
時

(
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
)

@
保
護
施
設

家
庭
の
事
情
で
帰
宅
で
き
な
い
方
の

一
時
保
護
施
設
や
、
家
庭
に
帰
れ
ず

当
面
白
立
も
難
か
し
い
方
の
婦
人
保

護
施
設
の
入
寮
も
可
能
で
す
。
(
費

用
は
無
料
で
す
。

一
、
金
2
0
0
、
0
0
0
内

澄

名

一
、
金
5
、
0
0
0
円

大
洗
町
磯
浜
町
1
7
1
4

川
俣
陽
生
殿

一
、
金
i
o
、

0
0
0
円

大
洗
町
退
職
公
務
員
会
殿

一
、
古
切
手
i
袋

大
洗
町
磯
浜
町
1
0
0
6

杉
浦
絢
子
殿

⑨お問い合わせ

大洗文化センター(町民会館) 霊安 66-2442

主

な

相

談

内

容

。
夫
婦
、
嫁
姑
等
親
族
関
の
不
和

O
結
婚
、
離
婚
、
異
性
関
係
の
摘
み

O
近
隣
、
職
場
等
で
の
人
間
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル

O
そ
の
他
、
人
に
相
談
で
き
な
い
悩
み

。
格
談
方
法

電
話
相
談

1
相
談
に
行
け
な
い
と
き

や
電
話
の
方
が
相
談
し
や
す
い
と
き
。26日りd

27目。，)<)

28日(*i

3月 1B幽

H，3.L16現在

開催日 開始時間 {雀 纂 名 開催場所 互主 催

2月
10: 00 第 12回磯節全国大会予選会 ホ Jt〆 磯節全国大会実行委員会主催9 BeI主 10B(日)

15 臼幽 9 : 00 平成2年度大洗一中・南中合同立志式 ホール 大洗町教育委員会主催

20 日休) 9 : 00 運転免許更新侍講習会 大会議室 水戸地区交通安全協会主催

23 日 ω 溜ー体殻内内部部 10:00 ぬいく。るみ人形劇「ピノキオ」公演 ホール 大洗文化センター主催14'00 

24 日(日) 9 : 00 第 18 回春季民謡祭 ホ Jレ 茨城県民謡史舞連合会主催

26 日伏) 9 : 30 所得税確定申告取まとめ指導会 大会議室 大洗町商工会主催

27臼やめ， 288休) 9 : 00 所得税確定申告受付事務 大会議案 大淡町役場税務課主催

3月 1 8 幽 告:00 所得税確定申告交付事務 大会議室長 大洗町役場税務課主催

2 日出 14: 30 i 磯浜小吹奏楽部第 3図定期演奏会 ホール 磯浜小吹奏楽部主催

三大洗文化センタ一行事予定表(2/9"""'3/2) 

保{建センター

だより

通1HJ31R
よしひろ

宮川佳大ちゃん

( 3ヶ月)

3 2 2 2 2 2 

事月昔/日附/7 (村/28 OM/ 27 (柑/21 (月/)18 休/)7 

手L 精 精 母 手L
2診E 密診 歳 喜善

児 ノ、 子 児
ヨ主 ヨ量 カ

業
事
事指後
月

健 後
健診児

中自 健

指 名
診 導 導 談 診

生生
精密診 精密診

(母 生生
後後 歳 都メ巴入 仁品及三三 後後
6 2 ムノ、 6 2 

立すカカ 査 査 カ よび カカ

月月 で で 月
主量子 乳幼児
月月

I I 
常異 常異

17) I I 
7 3 誕 7 3 

象カカ ♂〉 グ〉 生

場合あるも

カカ

月月 あ あ 月月
σ〉σ3 つ つ 達 グ〉 σ〉

芋L手し fこ Tこ し 手し芋し
者児児 者 者 t~ り 児児

幼 すま
児

l 1 1 l 9 l 

待受付問
2時 2持 2時 2時 11待 2持
時 00時 00時 00時 00時 30待。。
00分 00分 00分 00分 30分 00分
分 分 分 分 分 分

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
待
)

0
2
月
5
白
川
W

専
門
療
法
土
来
所

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0

3

月
5
日
附
専
門
療
法
士
来
所

0
2
月
8
日
幽

0
2
月
四
日
附
訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

0
2
月
日
日
樹

0
2
月
四
日
附
訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
盟
復
訓
練

0
2
月
辺
日
幽

0
2
月

初

日

同

を

必

要

と

す

る

者

0
3
月

1
a一
樹

※

雨

天

の

場

合

は

中

止

と

な

り

ま

す

~

一一芸
Z
{塁
間
=
三
塁
皇
官
冨
亘
書
三
一
z
一
塁
一
吾
妻
寄
Z
芸=…
z
一
E
一
歯
車
冨
皇
室
垣
善
=
開
F
E
E
-
=
喜
一
云
望
号
室
-
E
E
皇
室
↑
z
一歪茎一喜一定
Z
一
吾
亘
書
号
室
塁
皇
室
主
情
z
z
一芸{寄
Z
芸
詔
一
亙
皇
室
詰
冨
措
置
一
語
一
吾
Z
一z
h量
百
世
間
事
吾
Z
室
主
主
一
塁
{
Z
5
5
z
一
室
温
量
一
回
努
亘
書
自
垣
間
E
一
量
五
量
一
z
z
m
z
一z
一皇室一芸一
z
一三一望望者昌一
Z
童
話
E
一
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※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター怨66-2442へお問い合わせ下きい。
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襲警鴎謎義塾災害露共事寄I~期入し室長しよう/
2月 1日掛より平成3年度加入受付開始

大洗町における交通事故の発生成留め第 1は、わき見運転が最も多〈、その内容は
青年ドライパーや二輪車、自転車、歩行者(特に老人と子供)等の瀬となっております。

大洗町の平成 2年 12月末に於ける共済加入者は 5，711人でその加入率は27.5%とな
っておりますが、この内50人の方が共済金を受けております。もちろんバイクや自転
車等向転倒による自損行為についても共済見舞金が支払われております。

万一の場合にそなえ、家族全員が県民交通災害共済に加入しましょう。
1 共済期間 平成 3年 4月 1日より平成4年 3月31日の 1年間

2 会 後大人900向・中学生以下(S51. 4.2以降の出生者)500円
3 見舞金

等級| 災 害 区 分 j見舞金額 I 4 対象となる交通事故
1 |死亡 I 100万円 l ①道路上を運行中的自動車・
2 | 治療実日数181日以上の障害 30万円| バイク・自転車等の接触、

衝突転落、転覆などの事飲
3 | 治療実臼数151日以上の障害 25万円|
4 | 治療実回数121日以上の障害 20万円 l による死傷。(例えばパイ
5 | 治療笑臼数 91臼以上の障害 15万円 i クに乗って転倒した待や歩

6 | 治療実日数 61日以上司障害 10万円 i 行中に接触されてケガした
場合、又は、自転車後部座7 | 治療笑日数 41臼以上司障害 8万円 i
席内足の巻き込み等主主主等もl 治療実回数 21日以上向障害 6万円 i

9 | 治療笑回数 8日以上の障害 3万円 i 含まれます。)
1o I 治療実回数 3B以上の障害 2万円 j ②跨切遂に於ける電車等の接

身障| 身体障害者 1級 2級該当 I 50万円 i 触衝突、その他これに類す
る入の死傷。

5 加入申込方法 別紙r県民交通災害共済加入申込書」に会費を添えて下記の出張加
入受付場所か大洗町役場(住民課・住民係)へ申込んで下さい。(印量監は不用です。)

6 出張加入受付尽穏(都合の良い場所で手続きができます。)

月日(曜)1 場 所|時間 l 町内名
|第 1分団詰所 I9:30-12:00 1明神町・一丁目・二丁目

2月25日伺)I 
第 5分間詰所 113:30-16∞i寺室長・舟渡・蔵前・上宿・中年首
第 2 分図言吉所 1 9:30-12:00 1 f中町・金沢町・新lllJ・ i母国丁
角一集会所 113:初 -16・001北清水・南清水・角一・原研住宅

髭釜会館 1 9:30-12:00 1永田丁髭釜匝T
祝匝7 集会所 113:30-16:00 1松ケ丘ー祝町地区

上宿集会所 1 9:30-10:30 1夏海地区

第 8 分間言吉所 111日日-12:001神山・川口
堀害l集会所 113:30-16:00 1 :永田I・髭釜田了・五反国

松 )11集落センター 1 9:30-12:00 1松川地区

東光台地区公民館 1 13:30-16:00 1東光台地区

全加入者の共済期聞が3月31日で終了します。万一にそなえ早めに加入手続きをし
よう/

7. 団体で加入する方法(職場内10名以上、学校)もあります。
。県民交通災害共演の加入受付は庁舎一階の住民課・住民係で行ないます。お気軽に
ご相談下きい。(合67-5111⑮ 54・51番)
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